
    

  
  

  
  ㍉ 法 年年 効能効果 

  
笘 るおそれ ) 

  
    

  期検 炎 ・薬剤性 百 
与で アルミ ニ 炎を含も 、 ). 上 

ウム 旧症 ・ ア 却 消化管機能 
ルミニウム 廿 異常 @ 神権 性 
  食思不抜． い 

わゆる宮下垂 
症 ．胃酸過 ろ 
症を含む ) の 丘 
状の改善 

    
    

が 起こりやすい l- - ヰ ロ 
わせて、 食者 又 間 ( 必 
要な場合は就 ま こ 権 
口 投与 

  
    

石 を形成 し     
膀 閉塞 さ起こ 2. 酸化マグネシウム とし 
したとの 報 て ．通常成人 l 日 29 を食前 
告 。 高 マグネ 又は良後の 3 回に分割 桂 
シウム血症 口投与するか   又はは在 吉 0) 、 上 

前に l 回 投与する   @ ヒ @@8 能 
3. 酸化マグネシウム とし ( 神権 注 
て．通常成人 l 日 0 ． 2-0.61 不振、 い 
を多 Ⅰの水とともに 硅コ投 下垂 
与する， 過多 
なお、 いずれの居合も 年   
@ ・症状によ り 適宜 培祇す 
る ， 高蛉 肴では 減且   
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こつよ   
それ 且 用 法 用 効能効果 
    
るおそれ ) 吉 のおそれ 

f 里 l 手 

炎 ・薬剤性日 
光を含む ). 上 
部消化管 棚能 
異常 ( 神経性 
食思不振． い 
わゆる日下垂 
症 ． ロ酸 過多 

症を含む ) 
尿中リン排泄 
増加に伴う尿 
路 楯 石の発生 
予防 

を 数回に分割 硅口 投与 

性 ア lL カ 故の二次的   
笘の電解 分泌 - リバウ 高帝肴では 減且 。 

ンド現果 - の   
可能性 

  
  

  2 Ⅰ 日 3 - Bti を 頓用 x は   慢性 胃 
数回に分割経口投与     薬剤性日 
高坤 者では減員。 を 含む ). 上 

消化管機能 
常 ( 神経性 
思 不振． い 
ゆ 目下垂   
酸過多 症 ) 
ける制酸 
と 症状の 
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健 胃薬 製品群 No. Ⅱ 一 
すべき副作用のおそれ それ につながるおそれ ) 

甘宙性 リ 陣容のにつながるお に伴う 使 
  のおそ それ 

環境の変用法用車 効能効果 

甘 投与による l 日 5-@ 明を 3 回に分割経たん 自首の 需 
下宙 ) 口投与する， 要が増大し． 

なお．年竹．症状により 過食年からの 摂 
宜 培臆 する   取が不十分な 

綜の輔 拍 

け・仏気 常 成人 l 日 l00-6oome T のみられる 
  ( 本剤 @-6 m りを 3 回に分慢性胃炎 

割 経口投与する。 なお． 年 
叩 ・症状により 適宜増減す 
  

  して   
    300m s こ l 
  を 3 回   
  高神 者 
  2. マレイン 曲 トリノフテン と 感 ) 

して、 通常成人 l 口元 300 2 過敏性 腸症 
  -600m パ碇 :3-6 錠， 細 候 群 

れ -1.5-3.0 めを Ⅰ回に分け 
ST(GQT)   て握口 投与。 

高林者でほ減号   
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